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Summar・y
Recently， tidal flats have attracted much attention due to their various functions and values. Peo-
ple's concern as well as interest about tidal flat resources is乱Isogreatly increasing. The ebb and flow of 
tidal flats is nature-intensive. The natural energy of tides and the habits of fish have supported the p巴ople
engaged in rnarine resoUI・ce-gleaningactivities on tidal flats and reef flats. 
A good catch of various kinds of marine resourc巴shas endowed the people with self同sufficiencyon 
tidal and reef flats and mangrove ecosystems since ancient times. Such ecosystems with reef t1ats on 
coral reefs and tidal flats have benefited local people， by giving them a chance to catch a variety of spe-
cies without b巴ingregulat巴dby seasonality. 
Tidal flat， reef flat and mangrove ecosystems have so far ensured food sufficiency and availability of 
biologically diverse marine resources throughout the year. Traditionally， fishing-gleaning activities have 
been carried out on a daily basis by women， children and the aged， using non-specialized techniques 01' 
technologies on r巴efflats in the Ryukyu Archipelago， Japan and other coral seas in the Pacific Ocean， 
and on tidal flats in the Ariake Sea， Japan， and along the west coast of South Korea. 
The tidal t1ats along the west coast of South Korea are one of th巴fivebiggest tidal flats in the world. 
Traditional fishingωgleaning activiti巴sare being carried out in Hampyong Bay throughout Chonlanamdo. 
Among the traditional fishing activities done in this bay there is also the use of fishing nets such as 
beach seine (jibikiami)， hand-line fishing catching for sea bass (suzuki】haenawa)，etc. Oysters (Crasso剖
strea gigas) ar，巴 themost popula1' catch in Hampyong Bay. Although there are few places to glean oyト
t巴rsin South Korea， Hampyong Bay is one of the places where oyster-gleaning activities are popular 
among th巴SouthKorean tidal flats. 1n this area women are mainly engaged in th巴collectionof oysters， 
with a gathering tool called chose， from mid叩Novemberto mid-April of the following year. 
In terms of巴cologicalanthropology， we surveyed a total of 223 women engaged in oyster・-gleaning
on the tidal t1ats concerned in March， 1999. We examined the relationships betwe巴nage and career 
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(years engaged in gleaning activities)， ag巴andth巴timespent in gleaning activities， age and the gleaned 
amount for 30 minutes or one hour in w巴ight，the day and other n乱tur巴ーorientedbackgrounds， and so on， 
in order to elucidate th巴interrelationshipamong gl巴aningskils， technologi巴s，th巴differencecaused by 
age， and efficiencies found in oyster-g1eaning activities 
As for the re1ationship between age and car巴巴r，the age limit was broad1y betwe巴n33-83 years old， 
with an average 57.7 years of age. An average career was 31.2 years， varying from 2 to 68 Y巴ars.Th巴r巴-
1ationship between age and amount of gleaned oysters in weight throughout a career was not statistically 
significant. 
The average time spent in the activities was， however， 5 hours 4 minutes， with 5 hours 15 minutes 
being the longest time by the 50-59 ag巴range，and 4 hours 49 minut巴sof shortest time by the 3仏49age 
ranges. 
The total time spent in oyster-gath巴ringactivities varies accor寸ingto the date. Four hours and 32 
minutes were spent in March 21， with 5 hours 12 minutes in March 22 and 5 hours and 4 l11inutes in 
March 25 respective1y. This was chiefly caus巴dby the tid巴fluctuationand weather condition on that day. 
Moreover， th巴daybefor巴amarket day they l11ake a more laborious effort to catch oysters more than 01 
another usu乱1day. 
Th巴50-59age range gleaned 3.76 kg which is caused by th巴 tendencyof these peop1e to spend a 
10nger time as compared with other generations. The 70-79 and more age range had the smallest amount 
of 3.18 kg in weightラwithal1 averag巴of3.5 kg il1 weight 
As for day al1d al10unt in weight， the total catch of the amount for an individua1 woman was 3.3 kg 
on March 21， 1999， 4.0 kg 01 22nd (the most abundal1t amount in the catch during the survey period)， 
3.5 kg on 23r‘d， 3.4 kg 01 24th， and 3.2 kg on 25th. The decr・巴aseof the amount according to the passing 
of the days is suggested to b巴closelyrelated with the fluctuation in height of the tide 
The al110unt of gleaned oysters in weight for 30-minute andl-hour are 725.3 g and 790.9 g， respecω 
tively. Women of 40-49 y巴arsof age h乱vea tendency to have th巴highestintensity of gleaning effort in 
cOl11parison to other generations. 
Key Words : Tidal flats， Marine resources， Traditional oyster-g1eaning techno1ogy， Gleaning efficiency 
according to aging， HUl11an evolution. 
1栂はじめに
人類がその生活や文化を維持し，発震させるのに必要な物質はすべて資源である.現代生活
において人々は実に多韓多様の資源に囲まれているにもかかわらず，それらがすべて地球とに
限られた資源に依存していることを認識する必要がある.
地球仁すべての生命は資源、を必要とし，かつ利吊している.人類にとって有患な生物資源は，
適切に利用すれば，半永久的に使うことができる.これは生物資源自体が再生産性 (reproduc-
tioity )という特徴をもっているからである.例えば，人間が海洋資源を捕獲すると資掠量が
減少する.すると減少した分をおぎなうように資源が増加する.しかし今度はとりすぎると，
かえって資源量は減少する2) 人類のみが自然界の資源の分布や生産性を変えてきたと言つで
も過言ではない九
近年，干潟の持つ多様な機能や価値が注目されている.千潟資i源原に関する認識が高まりつつ
あるω
特に二干干fi潟持lは土訂i潮郭の干j満祷を手利i甘j用するだけで採捕捕吟が周4年三可能であり， 種の多様性 (speci巴sdiversity) ， 
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豊鶴性 (afl服部巴)および生活の自給自足性 (s巴lf-sufficiency)が維持されてきたところで，古
来，人類の生存に深く関わってきた場である.それにもかかわらず，近年の大規模な干拓や埋
立てなどによって，まさに指失の危機に瀕している生態系でもある5)
世界5大干潟のーっとも言われる韓国の西海岸の干潟も多様な水族資源を産出する.その中
の 4つである全羅南道(チョルラナムド)成平(ハムピョン)湾では伝統的な漁携・採捕活動
が展開されている.韓留の干潟ではカキ*山(oyster:Crassostrea gigas) を採捕するところは少
ないが，成平湾はカキの採捕が盛んなところの一つであるべ
ヱド稿では， 1999年 3 月 21 日 ~3 月 25 日に行なった現地調査に基づいて，子潟生態系における
水産資源の一つで、あるカキの採捕活動に焦点を当てて，資源の持続的利用・技術と管理形態を
明らかにし，今後の干潟資漉利用形態を模索・提示し，若干の考察を加えたい制引
2.調査地の期略および調査方法
1 )髄査地域
調査地の全羅南道成平郡成平邑(ハムピョンオブ)石城里*i_i2は，人口342人(男性:158， 
女性:184人)で世帯数は106である (1997年現在)10). 職業別の世帯数を見ると，農業が7世
帯，漁業が13世帯，半農半漁が72世帯，商業が7世帯，公務員が2世帯，日濯労働者が2世帯，
牧師が1世帯，その他が2世帯である.多くの住民たちは水産資源の自家消費を含めると，な
んらかの形で成平湾および干潟における海産物の漁携・採捕活動に従事している.
漁業を専業とする13世帯の内訳は，約6トンの船を所有している 1世帯と定置縞漁業を行う
1世帯， f也の世帯は干潟での採揖業に専念する.
石頭(トルモリ)村の中で最も大きな組織は当然，漁村契(漁村組合に相当する)で“石頭
漁村契"と呼ばれる.漁村契はカキとゴカイの採捕活動を主に管理する一方，シジミ養殖の試
み，定置網の漁業免許地域での使用料徴収や漁村契員の福祉活動の援助などを行う.石城里に
)苦住している人でなければ漁村契の加入はできない.106世帯のうち86世帯が石頭漁村契に
加入していて，住民の80%以上が加入していることになる11)
2 )調査方法
石城患の干潟におけるカキの採捕活動は，女性だけが従事している.カキを採捕する女性た
ちを対象に個人の時間的・空間的な活動について，個人単位で直接観察法 (directobservation 
method) ，開き取り(questionnair巴s) による調査を行った.
カキの採捕量，誠査対象者の年齢と経歴(経験年数)，販売方法などについては被調査者か
ら直接聞き取り，過去の採捕日や採捕量については一部，漁村契が保管する資料に依拠した.
また，成平湾で行なわれる伝統的な採捕活動などについては調査地域の男性たちからも聞き
込みを行なった.
1999年3月21日から25日に行なった 5日間の調査期間中に被調査人数は延べ223名におよん
だ.
3.調査結果
1 )被調査者の年齢と経歴(経験年数)
カキを採捕する女d生たちの年齢の幅は33~83歳までで幅の大きいのが特離である.平均年齢
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は57.7歳であった.
年代別では50代が73名 (32.7%)でもっとも多く，次に60代が56名 (25.1%)， 70代以上が
49名 (21.9%)と続き， 30~40代の45名 (20.1%)がもっとも少なかった.
70代以上より 30~40代が少ないのは，農漁村の過疎化とも関連があると思われる.そして70
代以上が約22%も採捕活動を行っているのは，干潟資源の合理的および持続的利用と管理など
に経験が深く関わっているためではないかと思われる.つまり， 70代以上の女性たちの経験年
数を見ると平均41年で，もっとも短い人が24年，もっとも長い人で68年である.68年《の経歴を
もっ83歳の人はこの村に生まれ， 15歳の時から干潟に入ってカキを捕り始め，間じ村の人と結
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婚し，現在も採捕活動を行なっている.
被調査者全体の経歴(経験年数)は2~68年までと
幅があり，平均経歴は31.2年であった(表 1) . 
今回の調査では年齢と経歴によるカキの採捕量につ
いて検定してみたところ統計的な有意差は見られな
かった.年齢と経歴の年数の輔が非常に大きいにもか
かわらず，採捕量に統計的な有意差が見られなかった
理由としては，年長者が若い人より採捕活動に投入す
る時間が多いからではないかと思われる.さらに，カ
キの採捕作業は腰をかがめて行う作業であるため，女
表l.調査対象者の年齢と経震:
人数(%)
年齢 30~40代 45 (20.1) 
(N=223) 50 1t 73 (32.7) 
60 代 56 (25.1) 
70代以上 49 (21. 9) 
~，手際; 10{f.J以γ 43 (20.1) 
(N=209) II ~30ij:二 48 (23.0) 
31 ~40年 56 (26.6) 
41年以上 62 (29.1) 
性の身体的な機能が有利にはたらいでいることと作業が年齢的にマイナス要因としてはたらか
ないためであると考えられる.また，干潟は古くから人類、の生存に深く関わってきた場として，
女性たちが大した道具や特殊な技術を労しないで，ごく日常的に関わり合ってきたこととも深
く関4系していると考えられる.
なお，被調査者の経歴をより密に探るため，個人のライフヒストリー*泌を収集している段
階にあり，今後こうしたデータを収集し，採捕活動や作業効率との関連を吟味したい.
2 )採捕活動の空間的構造
成平湾の総面積約82，955凶の中で，石城里の人々が共有している聞積は6.33凶である.成平
湾の湾入部(霊光君1:ヨンガアングン)から湾奥部(務安郡:ムアングン)までの長さは約17
kmに達し，幅はもっとも広いところで2km，もっとも狭いところが湾の入り口で1.8kmで、ある.
水深はもっとも深い湾の入り口が水深23m 湾奥で10mを超えない12)
12個の漁村契が成平湾を共有L，それぞれの村が潟、携および採捕活動を管理する.
石城里で現;在のように石を干潟に投下してカキの成長場をつくり，石に付着したカキを採捕
するようになったのは約25年前からである 13i
石城呈の干潟における採捕活動および漁携活動の利用空間(図 1)では，テッケ(議海)と
アブケ(前海)はカキを採捕する場所 (gatheringground) を示し，村の漁村契がもっとも力を
入れて管理するところである.
寄合所(図 1)はカキの採捕にやってきた女性たちが採捕場に入る前に集まる場所で，おも
に荷物を置いて採捕場に入る準備をするところである.特に寒い時期は， l朝を引くのを待つ年
長者の女性たちが焚き火を囲み，また採捕道具ゐのチョセの刃を研ぎながら，談笑し，家庭のこ
とから神様の話まで話題がおよぶところである.まさに干潟文化に花が咲き，その素晴らしさ
を担問見れる.また採捕作業が終わる時間帯が近づくと 採捕を終えた妻や祖母や娘たちを迎
えにきた家族や夫たちが彼女たちの帰りを待っところでもある.
寄合所のすぐ近くに張り出した岩には，ザ、ルや荷物などを置いてから，干潟に入る.また，
砂浜と干潟のあいだに介在するように大きな海水浴場が造られている.そこに保たれた海水は，
女性たちが採捕してきたカキの殻や泥をザルに入れて洗いおとしたり，長靴や衣類についた泥
を洗いおとす場としても利用される.
カキの採捕のため子潟に入る日と時間はその日の潮汐によって決まるが，潮がヲlいた時に採
捕活動がもっとも集中する.潮汐に応じて，月に約25日間の採播活動を行なう.テッケ地域で
約12~13 日開の採捕活動を行なった後は，アブケ地域で同じく 12~13 日間の採捕活動を行なう.
このようにテッケ地域とアブケ地域を約2週間隔で採捕場を交代しながら利用するのは，カキ
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の成長具合や資源の合理的および持続的利用と管理のためである.
チョクム(小潮)とムシム(小i朝の次の日)の時にはカキの採捕活動は行なわれない.
図lに示すゴカイ採捕i;li易では，主にゴカイ *rEIを採捕する場所である.
lから13まではケメギ(建千網)14ノなどが設置される場所である.
マダコ捕りはカキを採捕する場所であるテッケ地域とアブケ地域以外であればどこでも行っ
て良い.
またテッケとアブケおよびゴカイ採捕場以外の場所において設置されるケメギ網の場合，そ
の設置場所に応じて使用料が異なる. 品年前 l土年間使舟;ri↓が30~70万ウォン(大体10ウォン z
l円に相当する)くらいであったが 現在では漁獲資源が減少したために20~40万ウォンに下
がった.もっとも使用料が高い場所は 2番 7番， 10番の周辺にあたり， 11番の周辺がもっと
も安い.
3 -1 )採措活動の時間的構造
カキの採捕活動の時間は毎日の潮汐により異なるが おもに千i朝の時間帯にあたる日中のあ
いだに行なわれる.成平湾の潮汐は木浦の潮汐表を利用しているが，成乎i湾の干満は木浦(モツ
ポ)より約40分~1 時間遅いといわれている(金照穂，私信)，そして実捺の採捕活動は，子
潮の時間からおよそ 1時間が過ぎてからカキの採捕場の干潟に入る.しかし，逆に干潟の時間
より 1時間早く子潟の入り口にやってきた年長者たちの中には，焚き火で暖をとりながら，談
笑する人もいるが，波で押し流されてきたカキを拾い始める人もいる.
3月24日の干潮時間と採捕活動時間(表2)を見ると， 24日の木浦における干潮は12時22分
で，満潮は朝方の 7時17分になる.午前 9時9分に 2名の女性が採捕活動のため干潟の入り口
にある寄合所に一番早く見えたときには，潮はまだ完全にヲ|いてなかった.
しかし，波で押し流されてきたカキを拾うために寄合所からではなく， 9時8分に地方(隣
村との境面)から荷物を背負ったままj毎辺に出て 9時10分に干潟に入る人もいた.またこの
日，カキの採捕活動のため干潟に入った時間の平均は10時25分で，もっとも早かった人が前述
の9時10分に，もっとも遅かった人で11時35分であったため，そのあいだには 1時間25分の開
きがあった.また採捕活動を終えた時間では，もっとも早い人で14時20分，もっとも遅く出た
人で16時四分であったため，早い人と遅い人のあいだにはおよそ2時時の間きがあった.
採捕活動に従事した平均時間は5時間9分であった.
3 -2)探捕活動の時間と年齢
年齢による採捕活動の時間(図 2)では， 50代の女性が5時間15分でもっとも長い，次ぎに
60代が5時間8分，そして70代以上が5時間 5分と続く. 30~40代が 4 時間49分でもっとも短
い.一日のカキ採捕時間では，最も長い人で約7時間，最も短い人で約3時間 5日間の平均
時間は 5時間4分であった.
30~40代がもっとも短い採捕活動を行なう理由としては，多くの30~40代の女性たちは，干
潮の時時に合わせて，カキの採捕場である子潟に石が千出し始まる頃合を見計って採捕;場に
やって来る.
また日によって採捕に投入する時間数の異なる傾向がある(国3).調査の初日の3月21日
は4時間32分， 22日が5時間12分，最後の日の25日は 5時間18分であった.採捕活動の時間数
が日によって違う理由としては，潮汐や天候条件があげられる.21日は激しい雨と風で非常に
寒かった.25日の場合は26日がムシム(小潮の次に日)にあたり，例年であれば採捕活動を休
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2. カキを採捕する女性たちの活動時間 (1999年3月24日)
経燈(年) 到着時間水l 入った時間叫 I.l¥た尚一関本3 採捕時間判 採捕量(kg)
ノ、守会「勺
日l 33 3 10: 28 10 : 31 15: 38 5 : 07 3.5 
日2 33 7 10 : 39 10: 41 15: 28 4 : 47 2.5 
日3 39 6 10: 28 10 : 31 15: 09 4 : 48 3.4 
H4 39 7 10: 43 10: 48 16: 06 5 : 18 3.2 
H5 40 15 1 : 30 1 : 35 14: 58 3 : 23 2.5 
日6 41 3 10 :必 10 : 48 15: 26 4 : 38 3.5 
日7 43 2 9 : 35 9 : 40 15: 36 5 : 56 3 
H8 44 8 10: 00 10: 04 16: 17 6 : 13 5 
日9 44 13 10: 59 11 : 06 14 :弘 3 : 48 2.8 
HlO 45 20 1 : 25 11 : 26 14: 58 3 : 32 2.7 
H11 47 30 1 : 28 1 : 35 16: 08 4 : 33 4 
日12 49 15 10 : 36 10: 49 14: 58 4 : 09 3 
日13 50 5 1 : 07 11 : 08 16: 02 4 :日 4.5 
日14 52 33 9 : 08 9 : 10 16: 15 7 : 05 5.7 
日15 55 20 10: 05 10: 15 15: 52 5 : 37 4.3 
H16 55 30 10: 59 1 : 06 14 : 54 3 :48 3 
H17 57 33 9 : 35 9 : 37 16: 16 6 : 39 3.7 
Hl8 57 37 9 :ω 10: 02 16: 03 6 : 01 4.5 
Hl9 58 24 9 : 56 10: 03 16: 18 6 : 15 4.3 
日20 58 36 10: 08 10 : 10 16 : 07 5 : 57 5 
日21 59 34 9 : 44 9 : 48 16: 16 6 : 28 5 
H22 59 40 10 : 59 1 : 05 14 : 59 3 : 54 3.5 
H23 60 41 1 : 29 1・35 16: 05 4 : 30 3 
日24 62 20 10:11 10 : 19 15: 17 4 : 58 3.2 
日25 64 39 9 : 18 9 : 28 16 : 07 6 : 39 4 
日26 65 37 9 : 48 10: 17 15: 01 4 : 44 2.4 
日27 65 50 1 : 47 1 : 54 14: 59 3 : 05 2.5 
H28 66 10 9 :49 9 : 55 16: 17 6 : 22 3.5 
日29 66 49 9 : 09 9 : 24 16: 03 6 : 40 5 
H30 69 40 1 : 22 1 : 24 15: 36 4 : 12 2.6 
H31 69 44 9 : 18 9 : 29 14 : 58 5 : 29 3.3 
日32 69 49 10: 36 10: 47 15: 04 4 : 17 2 
日33 69 広1 9 : 48 10 : 04 15: 04 5 : 00 2.5 
日34 70 50 9 : 56 10: 03 16: 19 6 : 16 4.5 
日35 70 52 9 : 09 9 : 24 16: 07 6 : 43 5.5 
H36 70 52 9 : 55 10: 04 15: 29 5 : 25 3 
H37 71 52 1 : 04 1 : 05 15: 00 3 : 55 2.5 
H38 72 45 9 : 43 9 : 46 16: 17 6 : 31 4 
日39 73 24 9 : 18 9 : 29 14: 20 4 : 51 2 
H40 75 58 10: 01 10: 04 15: 57 5 : 53 2.5 
H41 83 68 10: 59 1 : 02 14 : 20 3 : 18 1.3 
* 1・到着時間はカキを採掃するために採t道場の入口の寄合目Ifに着いた時間である.
* 2入った時間は寄合所から干潟に入った時間である.
* 3出た時間は採捕場から苦手合所にEさった時間であるー
*4 採捕時間は寄合所から採捕場(テッケ:後海)まで歩いた時間および採t市場から寄合所まで歩いた
時間も含む.
潮汐:3月24日木浦の千i前の時聞は満潮が07時17分と19時23分，干潮は12時22分である.
成工F;合で、l土木浦の潮汐を利用していて，石城壁の住民たちによれば，実際の成平湾の干満は木浦よ
り40-1時間遅いと言われている.なお， 3月;九日の日出は06U寺31分，日入はお持47分である.
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む可能性が多い.石城里の漁村契ではチョクム(小瀬)とムシムの時にはカキの採捕活動を休
むことが多い.勿論，採捕活動の中止決定は漁村契が天気や波浪および潮汐の時間などを考慮:
して決める.22日の場合は戚平邑で韓国の伝統的な市場である五日場判5 (オイルジャン:五
日市)が開かれるために，少しでも多い量を採捕して，五日場に行って販売する目的があるか
らと考えられる.五日場には威平郡の各地から多くの人々が集まるので，カキの販売がもっと
も容易にできることとカキの値段が普通の日よりは高く売れる.市のたたない王子日にも戚平邑
の市場まで、行って路上で販売を行なうが，五日場のときより客が少ないために描ったカキを全
部売れ切れないこともあるばかりか，相応の値段で売れないことが多い.
平日に売れ残ったカキは潮水で、洗ってから自宅で保管し，次ぎの日に販売するか，次ぎの五
日場に販売する.保管が悪くなったカキは自宅でおかずにして自家消費する.
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4 )年齢とカキの探捕量
年齢と採捕量(閲4)では，カキの採捕量がもっとも多い50代の女性で3.76kg，次ぎに60代
の女性で3.58kg， 30~40代の女性で3.48kg，そして70代J2)，_tの女性で3.18kgで、あった. 50代の
女性の採捕量がもっとも多いのは，経E言、や技術の差より{也の年代と比べて，採捕活動に投入し
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た時間数が多かったためであろう.
30~40代の女性と 70代以上の女性を比べて見ると， 30~40代の女性の方が採捕時間は全体的
として短かいにもかかわらず採捕量が多い領向が見られた.採捕量が多い理由としては，カキ
の採捕場の中での移動が素早いことと，すでにカキのでき具合(成長度)の状況を空間的に把
握していることを推定できる.
また30~40代の女性たちは採捕場でもいつも同じ方向に行く傾向がみられた.その分析も，
今後，事例をふやして論及したい.
5 )探捕活動日と探捕量
採捕の作業日と採捕量(図5)では 3月
21日は3.3kg，調査期間中もっとも多く捕れ 4 
た3月22日は4kg， 3月23日の3.5kg，3月
24日の3.4kg，そして3月25日の3.2kgで、あっ
た.また…日のカキの採捕量がもっとも多い
人は6.7kg，もっとも少ない入で1.3kg，平均
して一日あたり3.53kgで、あった.
調査初日を除いて，一日の採捕量をみて見
?
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?
? ?
作車問
2 
??
，?
??
• 
?
?
ると，日が経つにつれて採捕量が少なくなっ
ていく傾向が見られた.その理由としては， 図5.採捕活動日と採捕量
天気，潮汐や採捕投入時間が考えられる.採捕時間と比較して見ると， 21日の採捕時聞は4時
開32分で， 25日の採捕時聞は5時間18分である. しかしながら採捕量は， 21日が2513より採捕
は多い.このことは天気より潮汐の影響が強いためであると思われる.25日はチョクム(小
潮)で潮の流れが遅いので カキの採捕場での採捕時聞が前の日に比べて短かったためではな
いかと考えられる.
採捕量に影響を与える要閣に 自によって採捕活動のメンバーが少し違うことも考えられる.
つまりカキの採捕が上手な女性たちがカキの採捕を休んでゴカイの採捕に間ったことも考えら
れるからである.
石城塁は干潟での採捕活動としてはカキとゴカイがある.カキの採捕活動は年間約五ヶ月で
あるのに対して，ゴカイは年中採捕が可能で、ある.ゴカイの採捕は仲買からの注文を受けてか
ら決まるためにカキの採捕のように連日できるわけではない. しかしゴカイの採捕はカキの採
捕より肉体的に負担がきついが，収入がよいためにゴカイの採捕が上手な人はカキよりゴカイ
の採捕を選ぶ傾向があるi九
6 )単位時間と採捕量
30分間と 1時間あたりの採捕量と数で採捕効率を調べてみた.一時間の採捕量と年齢(国6)
では，もっとも多い30~40代が725.3g，次ぎに50代が723.4g，60代が703g， 70代が625gで
あった. 1日の採捕量では50代がもっとも多く，次ぎが60代であった.既述したように採捕時
聞が30~40代よりも長い.しかし 1 時間の採捕量は30~40代で多いのは， 30~40代の女性たち
は干潮の時跨を合わせて採捕場にやって来るために，時開的に効率のいい採捕活動を行なって
いるためと考えられる.つまり 30~40代の女性たちは潮がヲ i く前に海にきて ì波で浜に押し流
されてきたカキを拾うようなことをしないで，採捕場だけでカキの採掠に集中するからではな
いかと考えられる.
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今回カキの採捕場で採捕活動をしている女性たちに 1 日1O~12名ずつ 5 日間延べ55名に対
して， 30分間の採捕数と採捕量(表3)を計量してみたところ， 30~40代が790.9g， 50代が
785.7 g， 60代が732.4g，70代が703.8gで平均750.9gであった.また30分間に捕れたカキの
数を年代別に見ると，もっとも多いのが50代で179.6個，次に30~40代で172.2個， 60代で172
個， 70代以上で154.1偶，平均で171個であった.ちなみに 1日の採捕したカキの数でもっとも
多い人は238個，もっとも少ない人で112個であった.年代前に見ると(図7)，30分間の採捕
も 1 時間の時と同じく 30~40代がもっとも多く，次が50代の)11&であった.
30分間の採捕量が普通の 1時間より多かった理由としては 1時間の採捕量の場合は 1日全
体の中での平均であり， 30分跨の採措量の場合には採捕活動に入って約40分しか経っていない
時間帯に，全力を傾けて活動に集中できたからではないかと思われる.また調査を始める時に
カキの採捕場を見て，約10名の女性たちがいるところに我々が行って調査用の器(パガジ)を
配ったあとに，ヨーイドンと一斉に始めた30分間の採捕に競争心をあおったためではないかと
も考えられる.
g 
740 ， m; 
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660 
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560 
30-40代 50代 60代 70代以上
J 
国6.年齢と採捕量(1時間)
4寓結
30-40代 50代 60代 70代以上 平均
関7.年齢と採捕量 (30分間)
論
近年，子潟の持つ多様な機能や価舗が注目されている.特に干潟資源に関する関心が高まり
つつある.
世界5大干:潟のーっとも言われる韓国の西海岸の子潟も多様な水族資源を産出する.その中
でも全羅南道成平湾では伝統的な漁携・採捕活動が展開されている.韓国の干潟ではカキを採
捕するところは少ないが威平湾はカキの採捕活動が盛んなところの一つである.
本稿では子潟資j原の生産性と採捕技術や採捕効率を検討するために 干潟でカ今を採捕する
女性(延べ223名)を対象として，年齢と経歴(経験年数)，年齢と採捕活動の時間および採捕
採捕活動日と採捕量， 30分および1時間の採捕量などについて議ベ，検討してみた.
年齢と経歴については，年齢の幅は33~83歳までと幅が大きく，平均年齢は57.7歳であった.
経歴は 2~68年までで平均経躍は31. 2年であった.年齢と経歴によるカキの採捕量について検
定してみたところ有意差は見られなかった.
年齢による採捕活動の時間については，平均時間は 1日あたり 5時間4分で， 50代の女性が
もっとも長い時間の5時間15分ともっとも長い時間採捕に従事し， 30~40代は 4 時間49分で
もっとも短かった.
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年齢とカキの採捕量については， 50代の女性が1日あたり3.76kgでもっとも多く， 70代以上
の女性は3.18kgで、もっとも少なかった.平均は3.5kgで、あった.50代の女性の採捕量が多いの
は，他の年代と比べて採捕時聞が長かった.
採捕活動日と採捕量については，調査期間中もっとも多く捕れた22日が4kg， 23日が3.5kg，
24日が3.4kg，25日が3.2kgで，日が経つにてれて採捕量が少なくなっていく傾向が見られ，潮
汐との関連が示唆された.
時間と採捕量については30分および1時間との採捕量を見たところ， 30~40代の女性が30分
間の採捕量は790.9g， 1時間の採捕量は725.3gでもっとも多かった. 30~40代の女性の方が，
他の年代と比べて採捕率が高い傾向を示した.
2000年3月に伺じ場所で昨年と同じ趣旨で現地調査を行なったが，今後，昨年のデータと比
較検討し，検証を重ねる予定である.
5.おわりに:カキの法統的な探捕活動と韓国の子溝
1 )カキの倍統的な採捕活動
成平湾に面した成平郡周辺の干潟におけるカキの採捕活動は 農閑期の11月中旬頃に始まっ
て翌年4月中旬まで続く.この時期は，韓国ではキムジャンキムチ(越冬用のキムチ)を漬け
る時期にあたる.カキ採捕のため干潟に入る時間は主に潮汐によって決まるが，潮がヲ|いた干
潮の時に採捕活動が行われる.カキの採始、場である干潟に石が地表にはっきりと千出し始めて
から，潮が満ちるまでのおよそ 4~5 時のあいだカキの採捕が可能で，一人でおよそ 3 ~ 5 kg 
ほどのカキを採捕する.
かつては干潟にある岩や石に自然に付着したカキを捕った.しかし現在は，一定地域の干潟
に 15~30kgほどの花偶岩の石を60~70伯爵隔で、配列させたものにカキが付着し，成長したもの
を採捕する投石式方法が主流になっている.
投石式によるカキ採捕は 時間が経つとともにカキが付着する石が干潟に埋っていく欠点が
ある.成平湾の石城患では約10年前の1991年に石を投入した.また投石面積を広げるために新し
く石を投入する場合もあり 新しく入れた地域では投入後3年目からカキの採捕が可能になる.
採捕されたカキは石城里の漁村契(漁村組合)で一定の手数料をヲ|いてから個人が販売する.
手数料は各漁村契によって異なるが，石城里では経済状況に応じて，カキを採捕する年のはじ
めに 1kg当たりのカキの値段を決定する.カキの総採捕
量の 5%に相当する金額を 1年間の総計で後払いする.
組合ではなく偶人が管理する滴浦(チュポ)の場合で
は，カキ 2kgの10%に相当する髄格である 2千ウォンを
払うことになっている.販売は，他人が市場に行って売
るか直接商人や親戚に売りさばく.
カキの採捕に従事できる人は漁村契の組合員で I世帯
あたり一人だけが参加できるが，石倉里(ソッチャンリ)
では非組合員も参加できる.採捕期間の日時は，i魚、村契
総会で決定され，決められた日以外の採捕は言午されない.
採捕道具は主にチョセ凶(日本の有明海周辺では「カ
キうちJと呼ばれる)が使われる(図8).採捕のさい
に必要なものとしてゴムバケツ，手袋，長靴，手っ中な
関8.チョセ
提供者:成平邑石城皇チャンソンス
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どが加わる.チョセは鉄製の刃の部分(セナル)，木製の柄，鉄製のチョンジルゲからなる.
使用方法はセナルでカキの殻をおから剥いて，柄のもう一つの端にあるチョンジルゲでカキ殻
の合わせ自を切り開いて捕る.
子潟の入り口にカキを採捕する女性たちが集まる寄合所がある.まだカキ採捕場の石が見え
ない時に出てきて，ここで仲間たちと談笑を楽しむ人もいる.この傾向は比較的年長者によく
見られるが，逆に若い者たちは潮が51いてカキ採捕場の石が干出し始める干‘潟で採捕活動がで
きる時間帯に合わせて現場に集まる傾向がみられた.また作業場に来る様子もさまざまである.
徒歩やバイク，数人で一緒に車を利用したり，自分の身内に送迎してもらう人などもいる.カ
キの採捕作業の終了は潮が満ちてくるころに 漁村契の管理人が大きな戸や笛で知らせる.そ
のころの子潟は，妻を迎えにきた男たちで一気に賑やかになる.一方，カキの採捕を終えた女
性たちは，仲間と三々五々，大きな声で話しあいながら，手には捕ったカキを入れた容器とチョ
セを手にしてカキを計量するところまで戻ってくる.漁村契の計量係がばかりにかけて読み上
げた数量を別の計量係が記録する.
捕ったカキは，個人がパスで約20分かかる成平邑の市場まで出かけ，路上で販売する.カキ
の値段は石城虫で買った場合， 1 kg当たり一万~一万五千ウォンである.カキの採捕作業が遅
く終了したために市場に行けない場合は次ぎの自に行くこともある.また，妻が行けない場合
は夫が代わりに行くこともある.
2 )韓国の干潟
韓国では，食糧の自給自足のための農地確保と産業化に伴う土地需要の増加を図る目的のた
めに沿岸地域の子潟を中心に干拓と滋立てが活発に行なわれた.特に農地確保と臨海産業団地
の造成などの呂的で本格的な国土拡張は1970~1980年代の半ばまで，大規模な千拓と埋立てを
通して行なわれた.
国土拡張の時期である 1970~1980年代の場合は干潟の干拓や埋立てによる補償をめぐって埋
立ての施工主体である韓国水資源公社や韓密農漁村基盤公社などと地域住民との確執が生じ始
めた.その時期は適切な補償費の問題がおもな社会的な懸案になった17) 長崎県・諌早湾干拓
事業の約6倍という始筆(シハァ)子拓事業吋6 (1987年者工)は，干潟を生活の場とする地
域住民たちとの争議をうむ契機になった.地域住民たちの補償問題，大規模干拓や埋立てによ
る自然生態系破壊，埋立て地の高密度の空間利用による海域環境汚染に対する懸念などは，韓
国における代表的な子潟資源の争点である.また最近では閉め切り面積約4万ヘクタール，造
成面積約2万8千ヘクタールのf世界最大規模の干拓とされるセマングム総合開発事業 (1991年
着工)は，干潟で生計を立てている地域住民たちの補償問題を再燃させ，韓国での干潟の多様
な機能や鏑植に対する認識を高めるきっかけになった.セマングム千柘地の干潟は，韓民で約
70%を占めるハマグリやアサリの宝庫であるため，そこを生活の場とする住民には深刻な問題
であったからである.
現在の干潟は，1987年以来施行された干拓が全体の約15%にあたる422.4kniが消失した.しか
し調査方法や分析方法が異なるため，実際にはもっと多い約30~40%の面積が失われたともい
われる.始筆地区とセマングム地区などでの子括と埋立て事業で失われた干潟の面積は， 810.5 
kniで、あると見積もられ，これだけでも全体の29%程度の干潟が失われた計算になる lS)
干潟がこのように急速に消失したのは，埋立てが容易に行われる鞄弱な干潟生態系を無視し
た開発，特に大規模な干拓事業が大きな原因である.今のような速度で千括と塊立てが今後も
行われれば，韓国の干潟は2006年には約2000kniしか残らないといわれている.
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韓国における干潟の干拓の控史を見ると，日本の植民地時代に多くの干潟が米の増産のもと
に干拓された19，1特に 1917~1938年にかけて子拓された面積は405krr!に達し，すでにこの時期
に重要な干潟の多くが干拓されてしまったと認めざるを得ない.当時干拓された干潟は，いわ
ゆるシチメンソウなどの塩生槌物が生育するところであった.また，産業が進んだ1960~1970 
年代以後の干拓面積 (1960年代の172kr!と1970年代の194krr!)を合わせても植民地時代に干拓さ
れた面積におよ lまない*注7 植民地時代に干潟がいかに大規模に干拓されたかを容易に推定す
ることができる. 1980年代の総干拓面積は約100kr!で， 1960~ 1970年代の半分に過ぎないが，
1990年代に入ると再び一干拓が活発に行われるようになり，今後，干拓埋立て工事のなり行きを
十分見とどける必要がある.
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7. 5.主
*1.人類がカキを食べ始めた2，000年前から，ローマ帝国では食用のカキを養殖したと言われている.カキ
l土， ~俸のミルクとも言われるように，大変良質な~自質とグリコーゲン，ビタミン類，鉄などの微量要素A
が豊富な食品である.一般の食品の中で，ややもすると不足しがちなカルシウム，鉄，亜鉛，マンガン，
銅などのミネラル成分が豊富である.また血液中のコレステロールの低下，肝臓の害毒作用の促進やイン
シュリンの分泌促進作用のあるタウリンは，カキ100g中に1，000mgも含まれていると言われている.さら
に脂肪分はゼロに近いためにダイエット食品としても最適である.
カキの美味しい時期は冬である.カキの美味しさの原IEとなっているものは，体内に蓄えられた栄養物
質と，それらの相乗作用であると言われている.カキが冬季，低温度海水中で生活していると，体内にタ
ウリン，グルタミン酸，グリコーゲン，脂質ーなど多くの栄養物質が蓄えられる これらはそれぞれ，カキ
の味に重要な関係を持っている.特にタウリンの来たす役割は重要である.これらの蓄積物質のもっとも
多い時期が真冬である.この時期は，まだ生殖腺は見られず，カキの本来の味と香りが楽しめるのである.
韓国で生怠しているカキは大体9種類あると知られているが，成平湾で、はイワガキとマガキの2稜類が
採摘されている.
佐賀ではカキを“セッカ"と呼ぶが，韓国でカキは一般的にグjレと呼ばれ，威平湾周辺で、はソッカと呼
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ばれる.
* 2.石城壁(ソクソンリ)は，成平周辺で石頭(トルモリ)と呼ばれ， トルモリ海水浴場やトルモリ海水温
泉なで知られている.
* 3. カキ採捕者のライブヒストリーと行動観察等のメモ:
女性たちの観察記録とライフヒストリーは，今後，もっと深めて情報を得る必要芸がある入品人の採
捕活動の背景は，採捕活動全体にかかわる大きな要因の一つだからである.
H 1 :'年齢33歳，経歴3年で，今回調奈対象者の中で最年少者である.またいつも干潮の時間に合わせて
くる人の一人である.カキの採織は脅通である.
H2:年齢33歳，経歴7年結婚して3年が経ってから採捕活動を始めた.
日3:年齢39歳，経歴約6年で身体の不自治な方で，いつも主人が送り迎えをする.身体のハンデイキヤツ
ブがあるにもかかわらず，カキの採捕はよ級クラスに属する.
H 4 :年齢39歳，経渡7年で結婚してからしばらくしてから採議活動を始めた カキの採捕は普通のクラ
スである.
H5:年齢40歳，経歴15年で結婚してから約3年が経ってから採捕活動を始めた.
日6::年齢41歳，経歴3年で以前は姑が採捕活動を行なっていたが 3年前から採捕活動を始めた.主人
が車で送り迎えする.
日7:年齢43歳，経授2年でこの村で生まれて，他の地域に嫁いだが，3年前から母が病気になったために
代わりに採捕活動をしている.普通カキの採捕は夜って行なうか，腰をかがめて行なうが，この人はお
もに立って行なう.採捕中には持参した水を飲む.カキの採捕は普通のクラスである.
H 8 :年齢44歳，経歴8年で毎日バイクで来る 海に来る時は潮の時間を合わせて来ることが多い.カキ
の採捕は，上級クラスである.主人は公務員である.
日9:年齢44歳，経歴13年である.病気を患っている姑が家にいるので，採捕活動の時に気がかりである.
HlO:年齢45歳，経歴20年で結婚して4年が経ってから採掠活動を始めた.主人が恵で、送ってくれる.
日11:年齢47歳，経歴30年で嫁いで長男 (30歳)を出産してから採捕活動を始めた.
日12:年齢49歳，経歴15i!ニでこの村に嫁いでからカキの採捕活動を行なっている.海には毎朝主人にパイ
クで送ってもらい， j喬りも主人が迎えに来る.また主人は，今年 (2∞o年)から漁村契の管理人となっ
ておもにカキの採捕場を中心として村が共有している干潟を管理ョする.
H13 :年齢50歳，経歴5年で会羅南道高輿(コホン)から 5年前この村に移住してから採捕活動を行なっ
ている.しかしカキの採捕は漁村組合員の中ではトップクラスの 1，21ii:を争う.海に出て来るのは遅
いが，採捕場に入ると元気がよく手も素早く，移動も速い.いつも娘が迎えにくる.主人は漁携を行なっ
ている.
H14 :年齢53歳，経歴34年.カキの採播活動をする人々の中で一番採捕量が多い.19歳のときに結婚した.
カキの採捕活動は結婚してからはじめた.結婚して直ぐに主人が箪隊に行ったので主人の家放と一緒に
生活した その僕いかどうかは分からないが，主人が毎日嫁をバイクで迎えに来る.また主人はケメギ
(建干網)の操業も行うかたわら，石城壁では珍しくゴカイの採捕活動も行う.石城壁では男性たちの
場合，カキの採捕活動(女性だけ)はもちろんのこと，ゴカイの採捕活動に男は従事しないのが普通で
ある.なぜ男性たちがカキとゴカイの採捕活動をしないのは，男性たちの場合は長い時間にわたって腰
を溜めて行う仕事には苦手で、あるためのようだ.
H15 :年齢55歳，経歴20年で，結婚して1Oif-問は採捕活動をしなかった.しかしカキの採捕技術はよ級ク
ラスである.漁村契主主の嫁である.
日16:年齢55歳，経歴30年で結婚したから採議活動を始めた.カキの採捕は普通のクラスである
日17:年齢58歳，絞膝34年である.いつも早く海に出て来る.カキの採捕は中クラスである.カキを採捕
する場所より下の方面(潤減との境)のところから入ることが多い.主人はいないようだ.
H18 :年齢57歳，経歴37年で20歳の特に結婚してからカキの採捕活動を始めた.カキの採捕は非常に上手
です.
H19 :年齢58歳，経歴24年で結婚してからカキ採様活動を始めた.カキの採捕は上級クラスである.教会
に熱心でカキの採捕に来る持も教会に行ってからくる;場合が多い.特に日曜日は採捕活動を休むか阜め
に終わらせて帰る.主人はいない.
H20 :年齢58歳，絞!恋36年この村に嫁いでから採捕活動を始めた.カキの採捕は上級クラスである.主人
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は石城Aの里長(日本の町長に相当する)である.
日21:年齢59絞，経歴401jミで結婚して約3年が絞ってから採議活動を始めた.カキの採捕は上級クラスで
上手である.
H22 :年齢59歳，経滋40年で， 19歳に結婚してから採捕活動を始めた.いつも他の人より早く作業を終え
て，成平邑にカキを販売しに行く.また日曜日などは教会に行くので海に遂く来る時と早く帰るときが
ある.
日23:年齢60歳，経歴41年で19歳の時に結婚してからカキの採捕活動を始めた.カキの採捕は普通.
日24:年齢62歳，経歴20年で生まれは日本で終戦とともに帰関した.現1:Eも祖母が日本に住んでいる.会
綾南道楽島(ワンド)からこの村に20年前に移住してから採捕活動を始めた.カキの採械は普通である.
H25 :年齢64歳，経歴39年穏度で前の漁村契長の嫁.カキの採摘もよ手で，カキの採捕活動は二番目の娘
が生まれてから始めた.声が非常に元気で3年程度前に奈良や大阪などに旅行した.日本のことについ
てもよく話す.日本にいって一番密ったことはトイレがなかなか見つけにくいことと，食事の際におか
ずが出ないことなどの話しがある.
H26 :年齢65年，経歴37年で23歳の時に結婚じて4/'1三ほと守縫ってから採捕活動を始めた.
H27 :年齢65歳，経歴50年で背が高く， 15殺の時に嫁いでからカキの採捕活動を始めた.カキの採捕は上
手で採捕量も多い.採捕活動を行う女性の中でタバコを吸う女性は少ないが，海に入る前と採捕活動中
にもタバコを吸う.また採捕活動に入る前に時たま頭痛薬を飲む時もある.カキの採捕活動を行う石城
Iの女性たちの多くが薬を飲んでいるようだ.
日28:年齢66歳，経歴10年でカキの採捕は中部クラスである.
日29:年齢66歳，経歴49王手で石城泉主主まれで17歳ごろからカキの採捕活動を始めた.カキの採捕は上手な
部類に属する.
日30:年齢、69歳，総燈40年で29歳の時全羅南道麗水(ヨース)からきて採捕活動を始めた.
H31 :年齢69歳，経際44年で25歳の持からカキの採捕活動を始めた.腰が少し曲がってが，カキの採捕は
普通である.娘がi斉州遂に嫁いだが，現在は日本に住んでいる.去年 (1999年)は迎えに来る人がいな
かったが，今年♂ (2000年)は孫がバイクで迎えに来た.
日32:年齢69歳，経歴訪年でこの村で生まれ， 20歳から採捕j舌動を始めた.物静かで採祷活動もゆっくり
していて，採捕場での移動もそれほど見られないー
日33:年齢的歳，経歴53年で16歳の時から採補活動を行なっている.海に来る時はいつも怠子が恵で、送っ
てくる.
H34 :年齢70歳，経摩50年で20歳の時に石城塁に嫁いできたが，農業が忙しくてカキの採鶏活動は，40歳
になってから始めた.この年齢からカキの採織を始めるのは，一般的に遅い部類に属する.主見夜は患、子
たちに家で休むようにと言われているが，体を動かさないと余計につらいことと小遣いを稼ぐために採
捕活動をする.また石城恩にはキリスト教会があり，多くの人が教会に返っている この人は毎朝(5 
3寺くらい)教会に行って祈りをしてからパスでカキの採掠にやってくる.教会は52年間i遭っていて家族
会員がキリスト教会に通っている.
日35:年齢70歳，経歴52年である.18歳のときに結婚してからカキの採捕活動をはじめたようだ.カキの
採捕は非常に上手で、，採捕量は漁村組合員の中では 1，2伎のトップクラスを争う.i毎に来る時は多い
て来る場合が多く，時=たま，嫁がバイクで送って来る場合もある.帰りはほとんど毎日といっていいほ
と¥吉、子がバイクで迎えに来る.
日36:年齢70歳，経歴521ドで18歳のH寺に結婚してからカキの採捕活動を始めた.
日37:年齢71歳，経歴52年で19歳の時に結婚してからカキの採捕活動を始めた.いつも主人がバイクで
送ってくれる.
H38 :漁村契(組合にあたる)の著書記(日本の幹事役に相当する)の嫁で，著書記の母と嫁が交代でカキの
採捕に行く.原則としてカキの採捕は組合員 l世帯に一人しかできないので，普段は主に嫁が行く.ゴ
カイの注文があった場合には嫁はゴカイの採捕に行って，cまはカキの採捕に行く.嫁の年齢は46歳，経
歴は171三.カキの採捕は中クラスで，ゴカイの採捕は非常に上手で，カキの採捕よりゴカイの採捕を好
むという話もある.一方，母は年齢73歳，経歴46年で年齢に比べてカキの採捕が上手で採捕最も多い.
H39 :年齢73歳，経iJt24年で三番目の娘が23歳になって(瑛夜48歳)からカキ採捕活動を始めた.カキの
採捕活動を始めた年齢は遅い 主人は亡くなり，長男と一緒に募らしている.
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H40 :年齢75歳，経歴58年で17歳の時から採捕活動を始めた.カキの採捕は普通である.
H41 :年齢83歳，経歴68年で採捕活動を行なう1;:.性の中で最年長者.この村で生まれてお歳の時からカキ
の採捕を始めた.結婚した相手の男性もこの村の人.娘二人もこの村の人と結婚してカキの採捕活動も
一緒に行なっている.
申 4.成王子i湾局辺の干潟には，ゴカイ (Lugworm:ケッチロンイ)が生息していて住民たちの収入源になって
いる.アカゴカイとアオゴカイの2種類が石城患で採捕される.アオゴカイはアオムシ (Neanthesvirens) ， 
アカゴカイはイワムシ (Arabella iriclor)であると考えられる. 2稜類とも釣りの餅:に使われるが，アカ
ゴカイの方がアオゴカイより値段が2倍ほど高く，住民たちはアカゴカイの採捕の方を好む.ゴカイは釣
りの餌として日本に輸出されるばかりか， 0内用にも供出される.採捕は年中可能である.
本 5.五日場(オイルジャン.五日市，単にジャンともいう)は，韓国における市の一種で，常設の庖舗など
の特別な施設を有さず，行商人や近辺の農抗争、村の人たちが定期的に集まって溜品交換を行なったのが始ま
りである.言語麗時代 (918~1392年)の史料には郷市(シゴルジャン)という名称もあるが，交通の要街
地などに設けられた.ジャンが組織化され始めるのは朝鮮時代(l392~1897年)に入ってからであり，朝
鮮後期になって会医化された.朝鮮時代のジャンは，太槌(朝鮮初代の支)李成桂がソウル内の市場を特
定の場所に集中させたことに端を発し， 15世紀にはソウル以外の地方にもジャンが発生した 地方のジャ
ンはソウルのものと区別して，特にジャント(場土)とか郷市と日乎ばれた.政府は貧民や盗賊の集まる場
所として，当初，地方ジャンの抑圧を図ったが，朝鮮後期になると務品経済の差是j射すの浸透に伴い，急速
に全国化した.18世紀後半には全|請に1000余りのジャンが存在し，その大部分は 56ごとに関かれる定期
市であった.これは全国どこの住民も，往復 1日の行程でジャンと接触できるようになったことを意味す
る.政府l立場監という管理役人を置いたが，実際の支配権はジャンを波り歩く商人に援られ，税も彼らを
通じて徴収された.ジャンは関かれる日が異なる.例えば， J戎平郡の場合は2日 7臼， 12日， 176，22
臼， 27日に際かれる.一方，憐りの郡の務安郡(ムアングン)では4と9が入る日に開かれる.現在でも
ジャンは，農漁村の人たちになくてはならない市場である.単に物を買い求めることができるばかりか，
隣村の知人たちと酒(昔、はおもにマツコリであったが，最近では焼酎やビールを欽む入が多くなった)を
l飲み交わしながら様々な話ができるところである.年長者たちがもっとも楽しみに待ちのぞ、むのがジャン
であるともいえる.
* 6.始筆干拓は1987年に着工した約一万七千ヘクタールを閉め切り，約6千ヘクタールの淡水湖(始芸春湖)，
農地の約五千ヘクタールと工業団地，そして宅地の計一万ヘクタールをつくった.韓国での干拓事業の典
準的な失敗作だと言われるところである.また韓国での子潟資源の価値に対する社会的な認識が一気に高
まる火元になった.
* 7.干潟の機能と錨僚については次ぎのホームページを参照されたい.
http://kfem. or. kr/wetlintro/in仕06.html， 1999-7四19
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描要
近年，干潟の持つ多様な機能や価値が注目されていて，特に干潟資源に関する関心が高まり
つつある.
干潟資源は潮の干オ前を利用するだけで採捕の周年性，生物種の多様性，豊鏡性および生活の
自給自足性が維持されてきた.古来，干潟は人類の生存に深く関わってきた生態系である.
世界5大干潟の 4っとも言われる韓国の西海岸の干潟においても多種多様な水族資源が産出
される.その中でも全羅南道成王子湾では伝統的な漁携・採捕活動が展開されている.韓国の干
潟ではカキを採捕するところは少ないが， 1戎平湾はカキの採捕活動が盛んなところの一つであ
る.
本稿では干潟資源の一つであるカキの採捕活動に焦点を当てて，干潟でカキ採捕に従事する
女性(延べ223名)を対象として調査を行なった.年齢と経歴(経験年数)，年齢と採捕活動の
時間およぴ採捕量，採捕活動日と採捕量， 30分および1時間の採捕量などについて報告する.
年齢と経歴については，年齢の幅は33~83歳までと幅が大きく，平均年齢は57.7歳であった.
経歴は 2~68年で平均経歴は31.2年であった.年齢と経歴によるカキの諜捕量について検定し
てみたところ有意差は見られなかった.
年齢による採捕活動の時間については 平均時間は 5時間4分で， 5C代の女性がもっとも長
い5時間15分， 30~40代は 4 時間49分でもっとも短い.
年齢とカキの採捕量については， 50代の女性が3.76kgでもっとも多く， 70代以上の女性は
3. 18kgで、もっとも少なし平均は3.5kgで、あった. 50代の女性の採捕量が多いのは，他の年代
層の女性と比べて採捕時間が長かったためであると考えられる.
採捕活動日と採捕量については，調査期間中もっとも多く捕れた調査日初日が4kg， 2日日
が3.5kg，3日目が3.4kg，4日目が3.2kgで、あった.日が経つにつれて採捕量が少なくなって
いく傾向が見られるのは，潮汐と採捕に投入する時間量との関連が示唆される.
時間と採捕量につては， 30分および 1 時間との採捕量を見たところ30~40代の女性が30分間
の採捕量は790.9g， 1時間の採捕量は725.3gでもっとも多かった. 30~40代の女性の方が，
他の年代と比べて採捕効率が高い傾向を示した.干潟における採捕効率が，年齢といかにかか
わっていくか，今年行なった調査結果も含め，今後検討・吟味していく予定である.
